
主催 ： フジサンケイグループ

主催 ： サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）

東海国立大学機構は、第31回地球環境大賞　文部科学大臣賞を受賞しました。
地球環境大賞は、1992年に「産業の発展と地球環境との共生」を目指して創設さ

れた顕彰制度です。地球温暖化の防止、循環型社会の実現に寄与する新技術・新
製品の開発、環境保全活動・事業の促進、21世紀の社会システムの探求、地球環
境に対する保全意識の一段の向上を目的としています。

今回の受賞は、東海国立大学機構のスタートアップビジョンの一つ「社会・産業の
課題解決を通じた国際社会と地域創生への貢献」で示している「東海地域の大学・産
業界・地域発展の好循環モデル（TOKAI-PRACTISS）」構想を推進するために、カー

ボンニュートラル推進室
を設立し、カーボンニュー
トラル実現を目指してい
ること、また、「地球の危
機」に対して、岐阜大学及び名古屋大学の「総合知」で、世界最高水準の最先端研究や
文理融合・超学際による課題解決に取り組み、次世代の新たな価値創造に貢献する数々
の研究を進めていることが評価されました。

第31回地球環境大賞 文部科学大臣賞

サステイナブルキャンパス賞2022
大学運営・地域連携部門

TOPICSTOPICS
東海国立大学機構

第10回サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）2022年次
大会（於三重大学）において、東海国立大学機構が「サステイナブルキャンパス賞
2022 大学運営・地域連携部門（大賞）および特別賞」を受賞しました。

サステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN）は、サステイナブルキャ
ンパス構築の取組を推進し、持続可
能な環境配慮型社会の構築に貢献す
ることを目的として活動しており、「建
築・設備部門」、「大学運営・地域連携
部門」、「学生活動部門」の3部門にお
いて、優れたサステイナブルキャン
パス構築に係る取組事例を表彰して
います。

名古屋大学と岐阜大学が法人として一体になった「東海国立大学機構」の最初の環境報告書作成
の取組について、国立大学の法人統合に際して、「環境報告書」を単に合冊のように編集するのでは
なく、対談企画の盛り込みや、学生の活動参加、他大学との環境コミュニケーションなど、さまざま
な視点を加えながら、困難を打破してつくりあげた点が高く評価され、今回の受賞となりました。

2023年4月17日（月）

2022年12月3日（土）

 地球環境大賞
 https://www.sankei-award.jp/eco/

 CAS-Net JAPAN
 http://casnet-japan.org/
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主催 ： 朝日新聞社

主催 ： 東海学園大学 ともいき教養教育機構

主催 ： 一般社団法人 日本農学会

主催 ： SDGs Quest みらい甲子園東海エリア大会実行委員会

主催 ： 中部大学国際ESD・SDGsセンター

G I F U NAGOYA
UNIVERSITY

SDGs達成に向けて大学生が課題解決のアイデアを披露するコンテスト「大学SDGs ACTION! 
AWARDS 2023」において、岐阜大学応用生物科学部学生の伊藤思音さんと杉本稜太さんが、フィ
リピンで輸送中の傷などで捨てられるバナナをパウダーにし利用するビジネスプラン「捨てられるバナ
ナから、フィリピンと日本を結び、社会問題に別解を。」を発表し、準グランプリ（住友金属鉱山賞）を
受賞しました。

岐阜大学環境ユニバーシティ学生推進室（G-amet）のメンバーが、資源循環や生物多様性、環境教育に
関する取組、鷭ヶ池（ばんがいけ）自然再生プロジェクトを進めていることなどサークルの活動内容について
発表し、環境活動のロールモデルに学生主体で取り組む点が評価され、「東海学園賞」を受賞しました。

第13回中部大学ESD・SDGｓ研究・活動発表会において、岐阜大学環境ユニバーシティ学生推進室
(G-amet)のメンバーが「岐阜大学環境ユニバーシティ学生推進室（G-amet）の取組～自然環境と共生し
地域に貢献する持続可能なキャンパスを目指して～」と題した発表を行い、その結果「中部大学学長賞」を
受賞しました。昨年に続き2年連続の受賞となりました。

名古屋大学生命農学研究科 福島和彦教授は、2023年度日本農学賞/読売農学賞を受賞しました。今
回の受賞対象となった業績は、「リグニンの形成と構造に関する研究」です。

リグニンは木の成分の約20 ～ 30％を占め、プラスチックの原料や植物由来の接着剤などに適した資源
とも考えられていますが、数万の原子が複雑に結合した巨大分子（高分子）であり、決まった構造（繰り返
し単位）がないことから、利用が進んでいません。今回の受賞は、リグニンの不均一な分布や構造を明ら
かにすることにより木材から工業原料を効率よく作り出すことにつながる研究として評価されたものです。

高校生がチームで社会課題解決のアクションアイデアを考えるコンテストである「SDGs  Quest みらい
甲子園」に名古屋大学教育学部附属高等学校の生徒が参加し、ファイナリストに選ばれ、プレゼンを行いま
した。持続可能な社会がテーマであり、「持続可能な緑化を目指した新しい循環サイクル」を提案しました。

大学SDGs ACTION! AWARDS 2023 準グランプリ住友金属鉱山賞

ともいきSDGsシンポジウム チャレンジアワード東学 東海学園賞

第13回中部大学ESD・SDGｓ研究・活動発表会 中部大学学長賞

2023年度日本農学賞／読売農学賞

SDGs Quest みらい甲子園 ファイナリスト

2023年3月8日（水）

2022年11月30日（水）

2023年2月14日（火）

2023年3月29日（水）

 日本農学会
 https://www.ajass.jp/30_10.html

 受賞報告（岐阜大学HP）
 https://www.gifu-u.ac.jp/news/news/2022/10/entry18-11898.html

 関連記事 起業部（P.46参照）

 受賞報告（岐阜大学HP）
 https://www.gifu-u.ac.jp/news/news/2022/12/entry20-12061.html

2022年9月23日（金）
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